
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先  津島市保健センター ☎０５６７－２３－１５５１ 

対 象 者 
津島市に住民票のある昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性

で、抗体検査の結果、十分な量の抗体がない方。 

接種期間 ２０２４年３月３１日まで 

接種場所 
全国の実施医療機関 
※実施医療機関は厚生労働省のホームページ「風しんの追加的対策について」でご確認ください。 

接種料金 無料（接種回数は１回に限ります。） 

医療機関

へ持参す

るもの 

（１）マイナンバーカード、健康保険証など住所の確認できるもの 

（２）予防接種クーポン券 

（３）風しん抗体検査受診票（抗体検査の結果が記入されたもの）  

地

注意事項 

（１）事前に予約が必要です。 
希望する医療機関に直接、または電話で予約をしてください。 

予約日に、都合により接種できない場合や体調が悪い場合は予約先に連絡し、予約日を変

更してください。 

【風しんの説明】 

【予防接種を受けることができない人】 

１ 明らかに発熱のある人 

一般的に熱のある人は、接種会場で測定した体温が 37.5℃以上の場合をさします。 

２ 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

急性の病気で薬を飲む必要のある人は、その日の接種は見合わせるのが原則です。 

３ 接種しようとする接種液の成分で、アナフィラキシーを起こしたことのある人 

「アナフィラキシー」というのは通常接種後 30分以内に起こるひどいアレルギー反応のことです。発汗、

顔が急に腫れる、全身にひどいじんましんが出るほか、はきけ、嘔吐（おうと）、声が出にくい、息苦し

いなどの症状に続きショック状態になるような全身反応です。 

４ その他、医師が不適当な状態と判断した場合 

１～３には入らなくても医師が当日の診察の結果、接種不適当と判断したときは接種できません。 

接種前にお読みください 

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン予防接種を受ける方へ 

１ 風しんとは 

風しんは、風しんウイルスの飛沫感染によって起こります。潜伏期間は１４～２１日間です。軽いかぜ

症状ではじまり、発熱、発疹、耳の後ろのリンパ節の腫れなどが主症状とされていますが、症状が出な

いこともあります。 

抗体を持たない妊娠初期の妊婦が風しんウイルスに感染すると、心疾患、難聴、白内障などの先天性風

しん症候群の赤ちゃんが生まれることがあります。 

２ 麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンによる副反応 

副反応の主なものは、発熱、発疹です。他に局所反応、じんましん、リンパ節腫脹、関節痛、熱性けい

れんの症状が現れる等の報告があります。また、これまでの麻しんワクチン及び風しんワクチンの副反

応のデータから、アナフィラキシー、血小板減少性紫斑病、脳炎、けいれん等の副反応が、まれに生じ

る可能性もあります。 


